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i
E
本
年
壊
の
公
民
館
活
動
計
画
1

J、主

カ
活
動
方
針

あ
ら
ゆ
る
人
々
に
学
習
の
場
と
機

会
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
末
端
地
域

の
集
会
所
を
拠
点
と
し
た
活
動
を
展

開
し
な
が
ら
、
心
の
か
よ
う
ふ
る
さ

と
づ
く
D
に
つ
と
め
ま
す
。

O
学
習
活
動
の
拡
充

①
三
才
児
を
も
っ
両
親
を
対
象
に
し

た
家
庭
(
通
信
)
教
育
を
年
間
六

回
お
こ
な
い
ま
す
。

②
育
年
教
室
の
開
設
六
回

③
婦
人
学
級
の
開
設
六
回

④
地
域
の
老
人
、
婦
人
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
を
対
象
に
し
た
、
地
域
交
流

会
を
六
ケ
所
の
集
会
所
で
実
施
し

ま
す
。

O

文
化
活
問
酬
の
擬
奥

①
館
報
を
年
間
六
回
発
行
し
て
、
親

し
ま
れ
る
内
容
、
充
実
を
は
か
つ

て
ゆ
き
ま
す
。

②
保
育
所
の
幼
児
、
母
親
を
対
象
と

わ治通
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し
た

H

母
と
子
の
文
庫
。
を
お
こ

な
い
ま
す
。

③
集
会
所
へ
書
架
を
設
置
し
て

P
移

動
文
庫
。
(
一
一
一
久
保
、
山
王
、
十
、

伍
、
竹
の
瀬
)
を
六
月
か
ら
実
施

し
ま
す
の
で
、
気
が
る
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

④
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
活
動
の
育
成

を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

⑤
各
種
グ
ル
ー
プ
の
発
展
の
場
づ
く

h
u
と
し
て
グ
文
化
祭
。
を
開
催
し

ま
す
。

⑥
数
少
な
い
郷
土
芸
能
の
テ
l
プ
収

録
お
よ
び
継
承
を
は
か

D
ま
す
。

O
文
化
財
保
存
活
動

①
村
内
に
現
存
す
る
民
俗
資
制
の
調

査
お
よ
び
収
集
を
お
こ
な
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

ね
が
い
し
ま
す
。

②
指
定
文
化
財
の
保
存
顕
彰
お
よ
び

活
動
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

発行

河辺村公民館
編集

館報編集委員会
岱 河 辺 17番

佐川印刷限

目吉田町北小路盤 2-0600 

O
体
育
レ
タ
り
ェ
l
シ
冨
ン
の
活
動

①
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
七
月
四
日
)

②
盆
お
ど
h
u
大
会

(
八
月
十
五
日
)

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
八
月
二
十
五
日
)

④
第
十
二
田
村
民
運
動
会

(
十
月
十
日
)

⑤
卓
球
大
会

(
十
二
月
五
日
)

⑥
夜
間
体
育
照
明
施
設
の
活
用
を
は

か
り
ま
す
。

o
生
活
趨
勘
の
推
進

①
村
内
河
川
一
斉
清
掃
の
実
施

(
七
月
四
日
)

②
各
種
団
体
と
と
も
に

η
花
い
っ
ぱ

い
運
動
。
を
展
開
し
て
、
ふ
る
さ

と
づ
く
D
を
め
ざ
し
ま
す
。

この村も臨いなあ
婦人会役員が村内見学

/ 

河辺村人口動態

( S. 51. 5月 1日現)

633 

1，203 

1，203 

( S. 50. 10回調)

666 

2，368 

金計当初予算町年

2，406 

口

口

子

子

世帯数

人

世帯数

人

男

女

特

別

会

計

( S. 45. 10因調)

718 

2，810 

世帯数

人 口

1 f意1，000万

国

民

健

康

保

険

会

計

一
O
九
、
三
五
二

1 f~ 

8，000 
万

6，000 
万

4，000 
万

。
主
な
建
設
率
換
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

e

村
道
1
川
崎
稲
谷
糠
(
含
七
曲
橋
)
6

七
二
、
五
O
O千
円

農
道

1
臼
浦
線
(
交
換
分
合
)
外
七

線

九

三

、

0
0
0千
円

林
道

i
横
通
百
合
谷
線
外
一
線

二
八
、

0
0
0千
円

林
業
構
造
改
善
事
業
(
含
林
道
)

三
三
、
九
八
二
千
円

村
内
全
域
無
線
放
送
施
設
(
山
援
特

対
事
業
)
三
一
、
五
O
O千
円

計

表

会

成

青空

構

四
月
二
十
四
日
、
清
水
会
長
を
先
頭
に
村
連
婦
人
会
の
新

役
員
十
七
名
見
町
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
村
内
の
新
設
道
路
、
集

落
、
施
設
、
文
化
財
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
宮
谷
線
|
|
止
泉
峠
(
五
十
崎
町
と
の
境
界
)

-
↓
馬
場
ケ
峠
(
肱
川
町
と
の
境
界
)
|
|
上
文
化
財
(
赤
松
、

の
う
ぜ
ん
か
ず
ら

)
l↓
陣
峠
(
肱
川
町
と
の
境
界

)
1↓

中
居
綿
、
文
化
財
(
し
ら
が
し
)
l
l議
通
線
l

L獅
子
越

線
(
小
田
町
と
の
境
界

)
1↓
淡
水
魚
の
養
魚
場
|
↓
文
化

財
(
御
幸
の
橋
)
な
ど
eq--o

日
頃
な
ん
と
な
く
過
ご
し
て
い
た
郷
土
を
、
端
か
ら
端
へ

と
走
っ
て
見
て
、
道
踏
網
の
め
ざ
ま
し
い
整
備
ぷ
h
y
に
一
同

驚
ろ
き
、
ま
た
末
端
集
落
に
お
け
る
会
員
の
活
動
参
加
が
い

か
に
大
変
な
こ
と
で
あ
る
か
な
ど
・
'
a

・。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
役
員
ひ
と
D
/
¥
持
つ
こ
と
が
で
き

郷
土
に
対
す
る
認
識
を
あ
ら
た
に
し
た
と
の
声
し
き
り
で
あ

っ
た
。

地方交付税

千円

2，000 
万

名
場
連
(
含
中
学
校
)
簡
易
水
道
外

二
地
区
二
五
、
八
O
O千
円

第
四
区
集
会
所
建
築

六
、
四
O
O千
円

そ
の
他
小
規
模
な
事
業
を
含
め
て
約

三
億
円
以
上
の
事
業
が
、
昭
和
五
十
一

年
度
中
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。九、穴一八

喝、八口八

口
、
さ
Z】

玉、穴一二

44% 

266， 000 

土木費

97，144 

16% 

215，948 
一一ニ、八口六

一玉、一口五

一回、五国王

一一、九一唱。

本
年
度
こ
の
村
が

人
権
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
さ
れ
、
去
る
四

月
、
人
権
擁
護
に
つ

い
て
積
極
的
な
活
動

を
進
め
る
た
め
、
人

権
擁
護
推
進
協
議
会

も
発
足
し
、
村
内
の

各
種
団
体
等
に
呼
び

か
け
い
ろ
い
ろ
と
そ

の
計
画
を
た
て
て
お

り
ま
す
。

ま
ず
、
そ
れ
ら
の

活
動
を
身
近
か
な
も

の
に
す
る
た
め
、
毎

月
三
十
日
に
行
っ
て

お
り
ま
す
o心
理

E

相
談
所
の
開
設
日
に

は
法
務
局
等
の
主
催
で
、
人
権
問
題
を

専
門
的
な
面
で
ご
心
配
願
う
人
権
相
談

所
も
同
じ
場
所
で
、
あ
わ
せ
て
開
設
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
借
地
、
借
家
の
も
め
ご
と

O
境
界
の
あ
ら
そ
い

O
家
庭
の
な
や
み

O
公
害
(
豊
百
、
悪
臭
等
)

O
村
八
分

0
自
由
の
侵
害

O
公
務
員
の
職
権
乱
用

O
裁
判
を
し
た
い
が
金
が
な
い

O
そ
の
他
考
え
に
あ
ま
る
こ
と

人権関最重で憐んでおられる方は
お気軽にどうぞ@/

信明くするさは怠心をを主 努 銅銀金最最 品県ま公は会合
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グ
し
い
た
け

最
優
秀
賞
に

大
見
藤
雄
氏
4

一事有}まじー
H
F
i
l
l
i
p
-ト
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あ
す
の

喝俳

農
作
業

~ミ

ー

に

施

用

。

ま

た

権

既

肥

や

稲

ワ

ラ

還

〈

輔

元

と

深

耕

に

よ

る

地

方

婚

強

は

大

切

一
、
首
代
管
理
古
の
良
否
は
天
候
の
な
こ
と
で
す
。
特
に
ケ
イ
カ
ル
の
一

変
動
が
大
き
い
年
ほ
ど
作
柄
に
影
響
一

0
ア
ー
ル
当
h
u
一五
O
M程
度
を
荒

し
て
い
る
の
な
、
よ
い
苗
を
育
て
て
一
起
し
前
に
施
行
し
て
土
壌
を
改
良
ナ

良
質
米
を
生
産
し
ま
し
ょ
う
。
一
れ
ば
、
安
全
多
収
が
が
得
ら
れ
ま
す
0

0
播
種
後
の
管
理
と
し
て
、
芽
干
し
一
一
一
一
、
植
付
間
闘
は
三
、
三
平
方
米
当
h
u

は
発
芽
直
後
に
必
ず
行
な
い
ま
し
一
六
O
株
、
と
し
、
小
株
密
植
、
早
期
分

ょ

う

。

一

け

つ

確

保

と

過

剰

分

け

つ

を

お

さ

え

O
委
縮
病
や
摘
は
が
れ
病
予
防
の
た
一
る
こ
と
が
大
切
で
・
応

め
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
ヒ
メ
ト
一
回
‘
回
一
植
初
期
の
除
草
剤
l
M
O粒
剤

ト
ピ
ウ
ン
カ
類
の
防
除
を
メ
オ
ジ
一
は
田
植
後
二

1
一
一
一
日
目
、
サ
タ
ン
M

ノ
ン
粉
剤
で
苗
の
本
葉
一
、
五
葉
一
の
場
合
は
五

1
七
日
目
梅
園
子
る
。

頃
か
ら
防
除
が
必
要
で
す
。
特
に
一
時
期
が
遅
れ
る
と
除
草
効
果
が
落

本
田
植
付
前
の
全
面
一
斉
防
除
の
一
ち
ま
す
か
ら
、
必
ず
適
期
に
使
用
し

効
果
は
高
い
の
で
必
ず
実
施
し
て
一
て
下
さ
い
。

下

さ

い

。

一

二
、
本
闘
の
元
肥
l
一
0
ア
ー
ル
当
り
一
〈
栗
の
作
業
〉

高
度
化
成
三
O
M程
度
を
代
が
き
前
一
一
、
夏
肥
の
施
用
|
夏
肥
は
果
実
突

作 i

、〆

わ

「

f

山。ヘ

あ
り
、
被
害
は
イ
ガ
に
「
風
ず
れ
」
の

よ
う
な
褐
色
の
斑
散
が
生
じ
、
八
月

中
旬
頃
か
ら
若
ハ
ゼ
現
象
(
青
い
時

期
に
イ
ガ
が
割
れ
る
)
を
生
ひ
、
収

穫
で
き
な
く
な
D
ま
ナ
。
防
除
の
時

期
は
七
月
上
1
中
旬
が
適
期
で
す
。

薬
剤
は
エ
ル
サ
ン
粉
剤
を
一

0
ア
ー

ル
当
h
y
六
i
一
O
M散
布
し
て
下
さ

い
。
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
す
る

園
で
は
メ
イ
ガ
類

ω防
除
と
併
せ
て
、

七
月
上
1
中
旬
に
エ
ル
サ
ン
を
散
布

し
て
下
さ
い
。

問
、
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
ー
ヵ

ツ
ラ
マ
ル
は
、
六
月
中
旬
か
ら
七
月

下
旬
に
か
け
て
幼
虫
が
務
字
レ
辛
子
。

防
除
は
初
発
生
か
ら
二

O
B自
に
第

一
回
の
防
除
。
そ
の
後
二
O
日
目
に

第
二
回
目
の
防
除
を
す
る
。
薬
剤
は

ピ
ニ
フ
ェ

l
ト
乳
剤
一

0
0
0倍
液

を
散
布
し
て
下
さ
い
。

一注意桑
園
の
近
く
で
の
農
薬
散
布
は
養
蚕

家
と
相
談
の
上
、
十
分
注
意
し
て
散
布

し
て
下
さ
い
。

大
州
農
業
改
良
普
及
所

a
r
a
F
a
z
b『
B
E
'
B
E
E
s
-
E
E
@
智
@
曹
@
曹
@
曹
@
曹
盛
曹
a曹
a曹
@
曹
@
曹
@
曹
@
曹
晶
富
曹
@
曹
@
曹
@
曹
@
曹
@
曹
@
曹
@
曹
m曹
@
曹
晶
富
曹
晶
自
曹
@
曹
轟
富
曹
晶
E
曹
晶
E
曹
@
曹
e
-
E
曹
晶
富
曹
品
目
曹
@
曹
品
目
曹
@
-
z
'

"
-
a
w
o
@
曹
@
曹
鐙
曹
晶
晶
君
@
曹
@
曹
盛
曹
@
曹
@
暗
@
・

2
・
B官
s・

g
-
e
a
'
a
-
I
t
a
-
1
1

一
翌
日
か
ら
日
参
の
旗
も
と
こ
し
ら
え
に
ゃ
い
け
ん
の
で
忙
し
い
毎
も
に
わ
か
に
黒
雲
が
お
お
い
重
昔
、
の
願
に
思
議
ち
、
畑
を
す
き
、
…

時

D
こ
う
て
、
阜
速
二
人
づ
っ
臼
が
腕
く
の
で
あ
っ
た
。
も
の
す
ご
い
稲
妻
が
す
る
と
雷
が
天
地
山
を
も
ぐ
っ
て
大
ジ
ヤ
レ
峠
の
方
へ
一
一

向
春
日
神
社
へ
の
臼
参
は
始
め
と
に
か
ぐ
神
経
一
生
害

Z-を
ゆ
る
が
し
た
。
人
々
は
何
た
る
業
ぞ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
控
犬
山
ン
ャ
レ
叩

叫
ら
れ
た
。
棒
げ
、
在
留
写
真
剣
に
求
め
た
の
や
と
気
を
う
ば
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
峠
で
一
時
止
ま
っ
て
黒
軍
事
し
ば
ら
問

一
'
一
方
翌
司
宝
蔵
寺
へ
は
で
あ
る
。
さ
て
品
村
中
総
動
員
の
ご
黒
雲
が
次
第
に
近
づ
き
、
臣
屋
の
下
の
く
吐
い
て
い
た
が
、
稲
妻
雲
南
ニ

一
し
襲
警
き
コ
シ
コ
、
ざ
、
ゆ
祈
念
が
き
い
て
か
祈
念
ぞ
一
始
め
て
か
ら
田
の
士
一
番
く
低
く
な
つ
え
土
く
れ
ら
来
る
と
そ
れ
に
乗
っ
て
「
だ
つ
み
」
嘩

…i
う
べ
協
議
し
た
き
や
蛇
祈
五
日
目
の
ひ
る
中
の
を
で
あ
る
o

が
飛
び
岩
石
が
ま
い
上
が
D
だ
し
た
。
の
方
角
へ
昇
っ
て
行
っ
た
と
い
う
人
一

一
定
構
に
つ
い
て
礼
を
つ
く
し
て
こ
れ
は
不
思
議
、
ゴ
l
ゴ
!
と
鳴
り
見
る
と
、
と
き
ど
き
山
通
し
(
し
ま
も
雪
、
又
、
き
ャ
レ
峠
の
下
の
時

一
ぱ
お
願
い
し
た
o
と
き
に
住
職
ひ
び
く
滝
の
音
亀

8
き
も
バ
ッ
タ
ヘ
ぴ
)
の
意
警
思
議
室
足
大
穴
に
「
ガ
ポ
ガ
ポ
」
毒
を
た
て
一

噛
匡
E
は

い

っ

た

。

て

は

い

っ

た

と

い

ヨ

人

も

あ

る

。

そ

一

の
後
、
滝
鳴
D
は
お
さ
ま
D
何
事
も
申

四

円

「

わ

し

が

袋

署

し

た

j
j
i
j
j
ぺj
j

j

;

起
こ
ら
ず
、
橡
谷
村
は
平
和
に
な
っ
時

二

仏

ら

蛇

蓄

め

き

ら

い

の

こ

色

切

る

竜

η
畠

来

@

だ

と

い

う

。

吋

ご

と

は

襲

警

承

知

く

L

q

J
お
じ

E
5ノ
(

そ

の

後

』

」

の

滝

は

「

鳴

議

」

と

一

申
〉
』
ご
祈
樽
の
準
備
も
整
う
で
法

3
3
3
5
3
1
1
f
i
f
i
-，E
3
1

一

ぷ

霊

祭

昼

前

か

ら

始

め

h

怜
時
れ
訪
問
問
配
れ
れ
尚
一

叫

p
れ
た

c

D

止
ま
っ
た
o

「
あ
あ
、
神
仏
の
お
か
も
あ
っ
た
。
ホ
ラ
事
吹
く
よ
5
な
音
に
「
王
竪
棉
」
と
称
え
ら
れ
て
蛇
の
吋

向
者
こ
う
し
て
費
合
村
議
し
げ
だ
」
人
々
は
は
家
か
ら
出
て
滝
の
方
一
の
そ
の
後
に
腕
く
の
が
蛇
な
の
か
、
ぅ
琴
代
々
庄
屋
が
ま
つ
っ
て
い
た
と
時

吋

ト

ぃ

物

を

お

供

え

に

と

風

呂

敷

を

「

ヤ

レ

ヤ

レ

安

心

」

と

い

う

面

持

ち

普

く

ね

っ

て

京

動

き

、

岩

石

室

い

う

。

向

山
-
に
包
夢
、
日
参
惜
酬
を
片
手
に
で
な
が
め
て
い
た

0

・

高

く

上

が

h
u
地
ひ
び
き
を
た
て
落
ち
て
春
日
神
社
へ
の
日
参
は
永
く
終
戦
ま
問

問
二
人
づ
つ
で
日
参
に
行
く
竜
一
塑
一
刻
経
つ
主
に
又
前
と
は
変
は
転
が
る
。
富
川
の
を
み
る
み
る
で
腕
け
ら
れ
、
お
礼
に
と
寄
附
し
た
叩

叫
法
一
安
当
番
の
人
は
和
尚
さ
わ
っ
た
地
ひ
び
き
が
し
は
じ
め
た
0

5

ち
に
土
と
岩
石
と
で
う
ず
ま
っ
た
と
田
は
蛇
田
宝
堅
守
田
の
地
名
で
今
で
抑

制

ん

に

片

揺

を

炊

い

て

上

げ

に

や

が

て

土

煙

が

む

ら

雲

の

よ

う

に

立

い

う

。

も

残

ヲ

て

い

る

。

(

お

わ

D
)
叫

叩

ゃ

い

け

ず

、

お

山

ょ

う

ぐ

も

さ

上

が

り

、

今

ま

で

晴

天

だ

っ

た

大

空

か

く

し

て

山

通

し

、

ホ

ラ

員

、

大

蛇

申

l

，
l
a
-
-
!
l

，l
l

，I
L

l

i

a

i

-

-

I

l

l

l

事

や
号
事
脅
a
'
a
軍
事
事
事
事
事
事
事
事
場
事
事
血
管
事
警
告
春
場
事
場
事
事
事
事
事
事
事
事
血
管
事
事
事
血
軍
事
事
場
事
事
事
事
事
場
事
血
宮
署
盛
曹
凪
軍
事
事
事
事
害
事
事
事
事
事

ヵー第 33号

hν
を
良
く
す
る
た
め

γ綴
字
込
め
で
、

イ
ガ
の
着
ぎ
具
合
に
よ
っ
て
加
崩

し
ま
す
。
一

0
ア
ー
ル
当
h
u
収
量
二

O
G
M以
下
の
園
で
は
夏
肥
は
不
要

で
、
二
五
O
回
以
上
の
闘
で
栗
化
成

を
こ

0
1一一一
O
M施
用
。
施
用
時
期

は
六
月
中
1
七
月
上
旬
で
す
。

一
、
メ
イ
ガ
類
の
防
除
|
メ
イ
ガ
類
は

七
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
、

栗
に
被
害
ぞ
与
え
収
穫
期
の
虫
グ
リ

と
な
h
u
ま
す
。
被
害
程
度
は
園
や
品

種
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
が
、

防
除
時
期
は
七
月
中
l
下
旬
と
八
月

中
l
下
旬
の
防
除
が
大
切
で
す
。
薬

剤
は
エ
ル
サ
ン
又
は
、
デ
ィ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス
の
粒
剤
を
一

0
ア
ー
ル
当
D

六
i
一
O
M散
布
し
て
下
さ
い
。

=
一
、
ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
|

こ
の
申
告
虫
は
震
近
問
題
に
な
D
つ
つ

五
月
二
十
八
日

〕

1
妊
婦
乳
児
生
ワ
ク
投
与

戸
六
月
十
六
日

ト
-

1
第
一
回
日
本
脳
炎
接
種

J
1

六
月
二
十
四
日

h

り

1
第
一
面
日
本
脳
炎
接
種

七
月
四
日

I
レ

i
村
内
河
川
一
斉
清
掃

3

3

1
分
館
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

み

よ

大

会

，
七
月
七
日

『

j
侶
赤
内
軒
、
外
科
に
よ

F

る
無
料
検
診
(
百
合
谷

日
除
、
川
上
)

食
住
民
税
の
改
正
に
つ
い
て

五
十
一
年
度
か
ら
、
個
人
の
均
等

割
の
税
撃
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

種

沼町

改
正
後

改
正
前

村
民
税

二
O
O円

七
O
O円

県
民
税

一O
O円

三
O
O円

:
j
!
j
i
j
j
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河
辺
村
社
会
福
祉
協
誼
会

海
か
ら
の
風
が
涼
し
く
浜
の
駅

泰
山
木
散
る
日
く
も
る
目
安
逝
き
ぬ

消

息「
自
町
・

2
・

n

r室
町
・

5
-
m

(
出
生
)
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
ず

川

上

父

武

雄

梅

井

勉

中

大

成

父

定

男

小

林

聡

(
結
婚
)
宋
な
が
く
お
幸
せ
に

，
白
岩
千
秋
(
肱
川
町
)

富
田
明
江
(
寺
銭
)

松
本
ー
明
(
大
成
)

吾
川
恵
子
(
帯
江
)

(
死
亡
)
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

川
崎
山
ノ
内
ツ
ル
(
八
一
才
)

日
其
川
二
宮
咲
恵
子
(
四
二
才
)

川
崎
徳
見
繁
一
一
一
郎
(
八
六
才
)

中
居
片
山
米
生
(
七
四
才
)

上
川
崎
和
泉
祭
(
五
九
才
)

富
谷
域
戸
シ
ゲ
ヨ
(
八
九
才
)

下
大
成
宮
下
サ
カ
ヨ
(
六
七
才
)

中
大
成
上
林
岩
太
郎
会
ハ
六
才
)

• 

ー
く
ら
し
の
知
恵

i

清
水

孝

菊
の
さ
し
芽
の
最
適
期
は
、
王
月
下
旬
か
ら

六
月
下
旬
ま
で
で
す
。

古
い
株
か
ら
出
た
新
芽
を
七
佃
位
の
一
が
乾
か
な
い
よ
ヨ
に
水
を
や
D
ま
す
。

木
箱
に
川
砂
か
鹿
沼
土
を
用
意
し
、
さ
一
一
根
が
出
る
ま
で
は
、
一
臼
一
二
一

1
一コ三ニ一回葉

し
芽
の
下
葉

さ
に
さ
し
ま
ナ
。
一
一
週
間
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
、
除
々

な
お
、
聞
か
く
は
上
葉
が
ふ
れ
な
い
一
に
目
先
に
あ
て
て
や
る
と
十
日
く
ら
い

程
度
が
適
当
で
し
ょ
5
0
こ
の
と
き
切
一
で
根
が
出
は
じ
め
ま
す
o
三
週
間
ほ
ど

h
y
口
に
根
の
発
育
を
よ
く
す
る
薬
な
ど
一
で
、
は
ち
植
え
か
露
地
ヘ
移
植
し
ま
し

を
つ
け
て
お
く
と
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
一
ょ
う
。

ぅ

。

一

秋

に

な

っ

て

、

花

の

咲

く

と

き

楽

し

管
理
の
仕
方
は
直
射
白
光
を
さ
け
、
一
み
に
、
水
や
h
u
や
消
毒
を
か
か
さ
ず
し

日
の
あ
た
ら
-
な
い
と
こ
ろ
に
お
き
、
土
一
ま
し
ょ
う
。

短

歌

鹿
屋
の
庭
の
老
梅
変
h
u
な
く

静
か
な
る
ま
ま
咲
き
香
h
u
お
D

椎
茸
を
採
る
手
と
ど
め
て
園
き
入
h
u
ぬ

す
ぐ
近
く
な
る
う
ぐ
い
す
の
声

毒
ヨ
シ
子

⑧ 
暮
れ
て
ゆ
く
峡
回
の
谷
に
咲
く
っ
つ
ひ

さ
霧
の
中
に
ほ
の
ぼ
の
と
見
ゆ

鍬
の
柄
に
両
手
重
ね
て
今
日
一
日

耕
ち
て
疲
れ
し
体
支
え
ぬ

清
オ〈

菊
江

⑧ 
部
麗
隅
の
古
き
舗
を
見
る
た
び
に

思
い
出
深
き
母
の
お
も
か
げ

木
枯
し
や
寒
ぎ
に
た
え
て
土
際
に

庭
の
一
白
ゆ
h
u
芽
ぷ
き
そ
め
た
り

寄附金のお礼

昨
年
度
、
香
典
返
し
に
か
え
て
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
ご
こ
ろ

銀
行
に
、
次
の
方
々
よ
D
多
額
の
同
暑
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
の
尊
い
と
芳
志
の
趣
旨

を
広
く
社
会
福
祉
の
た
め
に
、
ゃ
く
立
て
る
よ

5
努
力
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

合
計
金
額
1
1
1
2
一0
0、
七
六
O
円
也

増
杢
喜
久
男
殿
・
久
保
秀
雄
殿
・
大
見
ル
ミ
子
殿
・
古
梅
怜
殿

北
川
照
正
殿
・
山
ノ
内
教
善
殿
・
二
宮
守
殿
以
上
七
名

た
い
へ
ん
御
礼
が
お
そ
く
な
D
ま
し
た
が
、
紙
上
よ
D
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

俳

句

角
藤

政
千
代


